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災
害
廃
棄
物
焼
却
灰
の�

最
終
処
分
場
候
補
地
の
認
識
は

問　

県
は
、
東
海
地
震
発
生
後
、
大
量

に
発
生
が
予
想
さ
れ
る
瓦
れ
き
等
の
災

害
廃
棄
物
焼
却
灰
に
係
る
最
終
処
分
場

の
候
補
地
の
一
つ
に
、
千
本
松
原
を
選

定
し
発
表
し
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
本

市
の
認
識
及
び
対
応
は
。

答　

今
回
の
県
の
発
表
は
、
本
市
に
対

し
て
事
前
の
協
議
が
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
県
へ
問
い
合
わ
せ
を
し
た
と
こ
ろ
、

県
と
し
て
は
、
こ
れ
は
中
間
報
告
で
あ

り
、
今
後
、
現
地
調
査
や
地
元
自
治
体

住
民
と
の
調
整
を
図
る
と
い
う
説
明
で

あ
っ
た
。
本
市
と
し
て
は
、
千
本
松
原

は
大
切
な
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
選

定
の
候
補
地
か
ら
除
外
す
る
よ
う
県
へ

要
請
し
て
い
く
。

救
急
医
療
患
者
へ
の
対
応
は

問　

救
急
車
の
現
場
到
着
か
ら
、
傷
病

者
を
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
ま
で
の
時

間
に
対
す
る
認
識
は
。

答　

救
急
隊
の
現
場
活
動
は
、
最
初
に

傷
病
者
を
観
察
し
、
そ
の
結
果
か
ら
、

重
症
度
、
緊
急
度
等
を
判
定
す
る
。
そ

の
後
、
搬
送
先
の
医
師
な
ど
へ
傷
病
者

の
既
往
症
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
う
と

と
も
に
、
医
師
の
指
示
に
よ
り
、
救
急

救
命
士
が
心
電
図
測
定
、
静
脈
路
の
確

保
な
ど
の
応
急
処
置
を
し
、
最
も
病
態

に
あ
っ
た
医
療
機
関
へ
搬
送
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
救
急
車
が
現

場
到
着
し
て
か
ら
出
発
ま
で
、
あ
る
程

度
の
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
る
。
平

成
二
十
二
年
度
中
の
本
市
に
お
け
る
一

一
九
番
入
電
か
ら
医
療
機
関
収
容
ま
で

の
平
均
時
間
は
三
十
三
分
で
、
全
国
平

均
よ
り
約
四
分
短
く
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
、
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
増

大
す
る
救
急
業
務
に
対
し
、
市
民
の
期

待
と
信
頼
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成
を

問　

本
市
に
お
け
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。

答　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で

い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話
を

聞
い
て
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守

る
人
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
存
在
に
つ

い
て
は
、
う
つ
症
状
等
の
早
期
発
見
や
、

そ
の
後
の
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
上

で
、
重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
平
成
二
十
三
年
度
は
、
本
市
及

び
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
対
象

と
し
た
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
、
平
成
二
十
四
年
度
は
、
民
生

委
員
や
福
祉
事
業
所
の
職
員
に
参
加
を

お
願
い
す
る
中
で
、
講
座
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

浜
岡
原
発
の
事
故
対
策
へ
の�
�

取
り
組
み
は

問　

浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
事

故
発
生
時
の
対
策
と
し
て
、
安
定
ヨ
ウ

素
剤
、
防
護
服
等
を
備
蓄
す
る
考
え
は
。

答　

国
の
原
子
力
安
全
委
員
会
は
、
原

子
力
発
電
所
を
中
心
と
し
た
五
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
圏
内
の
市
町
村
に
対
し
て
、

原
子
力
防
災
対
策
の
策
定
を
求
め
て
い

る
。
こ
れ
を
受
け
、
県
で
は
、
関
係
市

町
や
関
係
機
関
と
と
も
に
、
市
町
原
子

力
対
策
研
究
会
を
設
置
し
、
原
子
力
防

災
計
画
の
基
本
と
な
る
事
故
発
生
時
の

住
民
へ
の
迅
速
な
情
報
提
供
の
方
法
や
、

避
難
方
法
な
ど
の
研
究
を
進
め
て
お
り
、

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
に
つ
い
て
も
検

討
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
は
、
新
た
な
対
策
区
域
に

も
該
当
し
て
い
な
い
た
め
、
原
子
力
防

災
計
画
策
定
の
定
め
は
な
く
、
現
在
、

安
定
ヨ
ウ
素
剤
や
防
護
服
等
、
原
子
力

災
害
に
備
え
た
備
蓄
及
び
購
入
の
予
定

は
な
い
。
今
後
も
、
国
の
原
子
力
防
災

対
策
や
市
町
原
子
力
防
災
対
策
研
究
会

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
に�

�

対
す
る
認
識
は

問　

身
体
障
害
者
用
駐
車
場
利
用
時
に
、

利
用
許
可
証
を
発
行
す
る
パ
ー
キ
ン
グ

パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
に
対
す
る
本
市
の
認

識
及
び
取
り
組
み
は
。

答　

本
制
度
は
、
都
道
府
県
単
位
で
の

広
域
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

県
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
、
静
岡

県
ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
事
業
実
施
要
綱

を
制
定
し
、
モ
デ
ル
的
に
焼
津
市
及
び

藤
枝
市
が
こ
の
制
度
を
試
行
し
て
い
る
。

本
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障

害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
、
使
い
や
す
く

確
実
な
駐
車
場
を
よ
り
多
く
提
供
で
き

る
と
と
も
に
、
本
制
度
の
周
知
に
よ
り
、

譲
り
合
い
の
心
を
育
て
、
マ
ナ
ー
の
向

上
も
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
県
、
関

係
機
関
な
ど
と
連
携
を
密
に
し
、
本
制

度
を
市
民
へ
周
知
・
啓
発
す
る
と
と
も

に
、
市
施
設
で
の
受
け
入
れ
体
制
や
利

用
許
可
証
発
行
事
務
の
準
備
な
ど
、
本

制
度
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、
障
害
者

用
駐
車
場
の
確
保
と
意
識
の
醸
成
に
努

め
て
い
く
。


